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No. 667

　12 月４日に行われたチャリティー演
芸会での一場面。中学校七頭舞同好会
の現３年生は演芸会で舞い納めとなる
予定で、いつも以上の勇壮な舞を披露
しました（関連記事５㌻）
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▼
村
漁
協
魚う

お

市い
ち

場ば

初
売
式
（
４

日
）
▼
平
成
29
年
村
成
人
式
（
５

日
・
新
成
人
24
人
出
席
）
▼
平
成

29
年
村
新
年
交
賀
会
（
５
日
・
約

１
０
０
人
出
席
）
▼
消
防
団
出
初

式
（
８
日
・
約
１
３
０
人
参
加
）

▼
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
普

代
区
間
が
全
線
開
通
（
22
日
）
▼

鵜
鳥
神
楽
が
巡
行
の
一
環
で
普
代

小
を
訪
れ
る
「
子
ど
も
神
楽
宿
」

が
開
催
（
20
日
）

　

▼
村
が
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
、

５
年
間
を
達
成
（
４
日
）
▼
「
ふ

だ
い
昆
布
ら
ー
め
ん
」
の
開
発
発

表
会
（
10
日
・
約
70
人
）
▼
平
成

28
年
度
教
育
振
興
運
動
推
進
大
会

（
11
日
・
約
80
人
）
▼
普
代
小
５

年
生
に
よ
る
サ
ケ
の
稚
魚
へ
の
給

餌
体
験
及
び
ふ
化
場
見
学
（
17
日
）

▼
防
災
講
演
会
（
18
日
・
約
50
人
）

　

▼
東
日
本
大
震
災
追
悼
イ
ベ
ン

ト
「
鎮
魂
の
灯あ

か

り
」
（
11
日
）
▼

鵜
鳥
神
楽
の
堀
内
地
区
巡
行
に
あ

わ
せ
た
ツ
ア
ー
を
催
行
（
25
、
26

日
）
▼
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
を
村
で
購
入
（
30
日
）

　

▼
村
の
平
成
29
年
度
の
一
般
会

計
予
算
は
27
億
４
７
０
０
万
円
▼

「
株
式
会
社
青
の
国
ふ
だ
い
」
が

設
立
（
３
日
）
▼
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
（
６
～
15
日
）
▼
村
内

一
斉
の
ご
み
拾
い
「
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
大
作
戦
」
（
９
日
）
▼
普

代
小
中
に
よ
る
合
同
の
津
波
避
難

訓
練
（
20
日
）
▼
平
成
29
年
度
村

消
防
団
特
別
点
検
（
30
日
）

　

▼
鵜
鳥
神
社
例
大
祭
（
３
日
）

▼
緑
の
村
子
ど
も
ま
つ
り
（
５
日
）

▼
鮭
供
養
塔
の
完
成
式
（
11
日
）

▼
普
代
小
・
中
学
校
で
運
動
会
、

体
育
祭
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
（
普
代

中
体
育
祭
20
日
・
普
代
小
運
動
会

28
日
）
▼
プ
ロ
野
球
の
楽
天
VS
日

本
ハ
ム
が
岩
手
県
営
野
球
場
で
行

わ
れ
、
楽
天
の
銀
次
選
手
が
猛
打

賞
（
17
日
）

　

▼
青
少
年
劇
場
に
東
京
都
の

「
サ
カ
モ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

ス
ク
ー
ル
」
の
坂
本
博
士
校
長
ら

が
出
演
（
２
日
）
▼
歯
の
健
康
講

座
（
８
日
）
▼
県
内
の
人
権
啓
発

活
動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

が
子
ど
も
園
と
普
代
小
に
人
権
の

花
を
寄
贈
（
９
日
）
▼
べ
ア
レ
ン

ビ
ア
フ
ェ
ス
タ
㏌
ふ
だ
い
２
０
１

７
（
25
日
）
▼
一
戸
小
５
年
生
に

よ
る
宿
泊
研
修
（
29
、
30
日
）

　

▼
軽
米
中
１
年
生
に
よ
る
復
興

教
育
学
習
が
村
内
各
所
で
開
催

（
４
日
）
▼
「
キ
ラ
ウ
ミ
ビ
ー
チ

ミ
ー
ト
」
と
題
し
、
キ
ラ
ウ
ミ
で

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

る
（
16
～
30
日
）
▼
浜
の
産
直
き

ら
う
み
が
開
所
（
28
日
）

　

▼
堀
内
の
宮
本
英
紀
さ
ん
が
本

年
度
第
１
号
の
新
規
漁
業
者
認
定

書
の
交
付
を
受
け
る
（
１
日
）
▼

戦
没
者
追
悼
式
（
４
日
）
▼
北
緯

40
度
普
代
浜
第
14
回
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
７
日
）
▼
第

41
回
出
光
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
ト
ラ
イ

ア
ル
大
会
が
岩
手
県
内
の
11
市
町

村
で
行
わ
れ
、
村
で
は
キ
ラ
ウ
ミ

で
開
催
（
26
日
）
▼
わ
た
し
の
主

張
久
慈
地
区
大
会
が
普
代
中
で
開

催
（
28
日
）

　

▼
村
に
秋
の
訪
れ
を
告
げ
る
ふ

だ
い
ま
つ
り
（
１
～
３
日
）
▼
普

代
中
生
が
久
慈
市
の
道
の
駅
土
風

館
で
販
売
体
験
（
６
日
）
▼
平
成

28
年
度
の
一
般
・
特
別
会
計
決
算

額
は
42
億
８
７
７
９
万
円
（
13
日

〜
15
日
の
村
議
会
で
認
定
）
▼
平

成
29
年
村
敬
老
会
（
22
日
）
▼
村

防
災
訓
練
（
24
日
）

　

▼
２
０
１
７
海
フ
ェ
ス
タ
in
ふ

だ
い
（
１
日
）
▼
は
ま
ゆ
り
子
ど

も
園
の
運
動
会
（
７
日
）
▼
普
代

小
中
合
同
の
文
化
の
祭
典
「
普
代

ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
」

（
21
日
）
▼
第
48
回
衆
議
院
議
員

総
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
の
投
票
（
22
日
）
▼
第
29

回
ふ
る
さ
と
普
代
会
の
集
い
（
22

日
）
▼
久
慈
地
方
森
づ
く
り
大
会

が
村
で
開
催
（
25
日
）
▼
第
24
回

北
緯
40
度
は
ま
ゆ
り
マ
ラ
ソ
ン
大

会
（
28
日
）

　

▼
普
代
お
で
ん
が
完
成
（
３
日
）

▼
平
成
29
年
度
中
学
生
「
税
に
つ

い
て
の
作
文
」
表
彰
式
（
４
日
）

▼
第
36
回
交
通
安
全
村
民
大
会

（
４
日
）
▼
平
成
29
年
度
村
文
化

祭
（
４
、
５
日
）
▼
第
27
回
学
校

保
健
大
会
（
16
日
）
▼
河
津
桜
記

念
植
樹
式
（
18
日
）

１ 

月

２ 

月

３ 

月

４ 

月

５ 

月

６ 

月

７ 

月

８ 

月

９ 

月

10 
月

11 

月

坂
本
校
長
に
よ
る
青
少
年
劇
場

ト
レ
イ
ル
の
普
代
区
間
が
開
通

「
㈱
青
の
国
ふ
だ
い
」
が
設
立

災
害
乗
り
越
え
、ふ
だ
い
ま
つ
り

新
普
代
駅
観
光
セ
ン
タ
ー
が
完
成

「株式会社青の国ふだい」が設立（４月３日）

広報から拾った
主な出来事

回顧2017年
（平成29年）

浜の産直きらうみが開所（７月 28 日）

成人式には新成人24人が出席しました（１月５日）

▲︱

▲︱

坂本校長による青少年劇場（６月２日）

トレイルの普代区間が全線開通（１月 22 日）

普代浜第14回ビーチバレーボール大会（８月７日）

2017 海フェスタ in ふだい（10 月１日）

平成 29 年度ふだいまつり（９月１～３日）
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美
さ
ん
に
よ
る
お
な
か
元
気
教
室

で
「
早
ね
、
早
お
き
、
朝
ご
は
ん
、

朝
ウ
ン
チ
」
と
題
し
た
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
湊
さ
ん
は
「
腸
を
丈
夫
に

し
、
い
い
ウ
ン
チ
を
出
す
た
め
の

生
活
習
慣
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

で
表
彰
さ
れ
た
児
童
生
徒
は
次
の

と
お
り
で
す
。�

（
敬
称
略
）

●
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
表
彰

　
◇
小
学
校
図
画
の
部
▽
最
優
秀

賞
…
齋
藤
千
穂
（
普
代
小
２
年
）

▽
優
秀
賞
…
道
下
瑚
人
（
同
）
坂

上
き
ら
り
（
同
）
▽
佳
作
…
長
澤

海
心
（
同
）
石
花
琉
煌
（
同
）
深

渡
琉
華
（
同
） 

 

◇
同
ポ
ス
タ
ー
の
部
▽
最
優
秀

賞
…
熊
谷
心
愛
（
普
代
小
５
年
）

▽
優
秀
賞
…
太
田
知
里

（
同
）
下
道
桃
花
（
同
）

▽
佳
作
…
野
田
口
太
希

（
同
）
上
神
田
瑛
太
（
同
）

片
座
早
彩
（
同
）

　

◇
中
学
校
ポ
ス
タ
ー

の
部
▽
最
優
秀
賞
…
菅

野
凜
（
普
代
中
２
年
）

▽
優
秀
賞
…
中
田
茉ま

帆ほ

（
同
）
川
向
柚
歌
（
同
）

▽
佳
作
…
大
村
蓮
（
同
）

鎌
倉
蓮
（
同
）

秀
世
所
長
は
「
保
護
者
の
支
え
な

ど
に
感
謝
し
な
が
ら
歯
磨
き
だ
け

で
は
な
く
生
活
習
慣
も
整
え
て
、

い
つ
ま
で
も
健
康
な
歯
を
残
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

　

普
代
中
３
年
の
大
上
華
穂
さ
ん

は
「
虫
歯
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
、

丁
寧
な
歯
磨
き
を
心
掛
け
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
な
歯
で

生
活
で
き
る
よ
う
、
朝
、
昼
、
晩

と
し
っ
か
り
歯
磨
き
を
し
た
い
で

す
」
と
固
く
決
意
し
て
い

ま
し
た
。

　

続
い
て
株
式
会
社
宮
古

ヤ
ク
ル
ト
販
売
の
大
湊
里

　

子
ど
も
た
ち
の
健す

こ

や
か
な
成
長

を
願
い
、
第
27
回
学
校
保
健
大
会

が
11
月
16
日
、
普
代
小
学
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
児
童
生
徒
や
保
護
者

ら
約
１
２
０
人
が
参
加
。
「
歯
・
口こ

う

腔く
う

の
健
康
」
に
関
す
る
図
画
・
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
17
人

と
虫
歯
ゼ
ロ
の
児
童
生
徒
66
人

（
出
席
者
数
24
人
）
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

講
評
で
村
歯
科
診
療
所
の
藤
原

保
健
大
会
で
虫
歯
ゼ
ロ
を
表
彰

　

大
湊
さ
ん
の
講
演
会
も

虫歯ゼロの児童生徒66人が表彰されました

大湊さんによるおなか元気教室も行われました

各種団体が芸を披露
　

第
15
回
歳
末
た
す
け
あ
い
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
演
芸
会
・
第
14
回
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
12

月
３
日
、
村
社
会
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
各
種
８
団
体
が
こ
ぞ
っ
て

芸
を
披
露
し
、
来
場
者
約
２
０
０

人
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

演
芸
会
の
ス
タ
ー
ト
を
飾
っ
た

の
は
来
年
、
創
設
25
周
年
を
迎
え

る
ふ
だ
い
荒
磯
太
鼓
。
威
勢
の
い

い
掛
け
声
と
迫
力
あ
る
太
鼓
の
音

が
会
場
に
響
き
、
来
場
者
の
心
を

震
わ
せ
ま
し
た
。

　

中
学
校
七
頭
舞
同
好
会
は
伝
承

を
続
け
る
中
野
流
鵜
鳥
七
頭
舞
を

勇
壮
に
演
舞
。
会
員
の
現
普
代
中

３
年
生
は
今
回
の
演
芸
会
で
舞
い

納
め
と
な
る
予
定
で
、
駆
け
付
け

た
保
護
者
ら
は
そ
の
舞
を
目
に
焼

き
付
け
て
い
ま
し
た
。

　

ト
リ
を
務
め
た
の
は
チ
ア
ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル
の
「s

シ
ャ
イ
ニ
ー
ズ

hinys

」
。
総

勢
27
人
の
メ
ン
バ
ー
が
ク
リ
ス
マ

ス
に
ち
な
ん
だ
衣
装
や
物
を
使
い

ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
後
方
で
は
村
民
生
児

童
委
員
が
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

し
、
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
振
る
舞

い
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
休
憩
の
時

間
を
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
前
半
の
進
行

を
務
め
た
畠
山
伊
代
子
さ
ん
は

「
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
で

き
る
だ
け
や
り
、
出
演
者
、
観
客

の
協
力
で
素
晴
ら
し
い
演
芸
会
と

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

第 15 回歳末たすけあいチャリティー演芸会
第 14 回ボランティアフェスティバル

　

は
ま
ゆ
り
子
ど

も
園
（
長
坂
孝
志

園
長
、
園
児
67
人
）

の
生
活
発
表
会
が

12
月
２
日
、
同
園

の
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
華
や
か
な
衣

装
に
身
を
包
ん
だ

園
児
た
ち
は
保
護

者
や
お
じ
い
ち
ゃ

ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
見
守
る
中
、
ス

テ
ー
ジ
狭
し
と

歌
っ
た
り
踊
っ
た

子ども園生活発表会

歌や踊りを元気に披露
た
。

　

演
芸
会
は
歳
末
た
す
け
あ
い
運

動
の
共
同
募
金
運
動
の
一
環
で
実

施
。
同
運
動
は
地
域
住
民
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
の
関
係
者
協
力
の
下
、
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
幅
広
い
理
解
と

参
加
を
図
る
た
め
の
も
の
で
、
演

芸
会
で
の
入
場
料
や
募
金
な
ど
は

地
域
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　

支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
も

そ
う
で
な
い
人
た
ち
も
支
え
合

い
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
も
あ
る
「
つ
な
が
り　

さ
さ
え

あ
う　

み
ん
な
の
地
域
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

り
し
て
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

 

年
長
組
の
劇
「
十
二
支
の
は
じ

ま
り
」
は
十
二
支
の
順
番
を
決
め

る
ま
で
の
過
程
を
、
13
人

の
園
児
が
動
物
な
ど
に
成

り
切
っ
て
発
表
。
ネ
ズ
ミ

が
一
番
に
な
っ
た
経
緯
や

ネ
コ
が
十
二
支
か
ら
漏
れ

た
理
由
な
ど
を
か
わ
い
ら

し
く
表
現
し
、
観
客
の
皆

さ
ん
は
「
う
ま
い
う
ま
い
」

「
め
ん
こ
い
め
ん
こ
い
」

と
盛
ん
に
拍
手
を
送
り
ま

し
た
。

　

ネ
ズ
ミ
役
を
演
じ
た
年

長
組
の
前
川
佳
音
ち
ゃ
ん

は
「
『
シ
シ
シ
…
』
と
い

う
セ
リ
フ
を
う
ま
く
言
え

ま
し
た
。
あ
と
着
物
を
着

て
踊
れ
て
良
か
っ
た
で

す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

年長組の演技に会場からは盛んに拍手が送られました

ふだい荒磯太鼓の迫力ある太鼓の音で演芸会がスタート

勇壮な舞を披露した中学校七頭舞同好会の皆さん

トリを務めた shinys。クリスマス衣装で会場を沸かせます

かわいらしく着飾った年少組の園児たち

　

プ
ロ
野
球
の
守
備
の
栄
誉
で
あ

る
「
三
井
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
グ
ラ
ブ

賞
」
が
先
日
発
表
さ
れ
、
村
出
身

で
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ

ル
ス
の
銀
次
選
手
（
29
＝
普
代
中

出
身
）
が
パ
・
リ
ー
グ
一
塁
手
部

門
で
、
プ
ロ
12
年
目
に
し
て
悲
願

の
初
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
季
は
一
塁
の
守
備
に
１
１
２

試
合
就
き
、
６
３
２
回
の
守
備
機

会
で
失
策
は
わ
ず
か
４
と
安
定
感

を
発
揮
し
ま
し
た
。
守
備
率
９
割

９
分
４
厘
は
一
塁
手
の
リ
ー
グ

ト
ッ
プ
で
す
。

　

銀
次
選
手
は
球
団
を
通
じ
「
い

つ
か
は
取
り
た
い
と
思
っ
て
い
た

賞
な
の
で
選
ん
で
い
た
だ
き
大
変

光
栄
で
す
。
今
年
は
フ
ァ
ー
ス
ト

と
セ
カ
ン
ド
を
守
り
、
守
備
に
対

し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
意
識
を
高

く
持
っ
て
い
た
シ
ー
ズ
ン
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
シ
ー
ズ
ン
で
頂

け
た
こ
と
は
す
ご
く
う
れ
し
い
で

す
し
、
自
信
に
な
り
ま
す
。
来
年

も
受
賞
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か
り

守
備
を
磨
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
ま
し

た
。 普

代
の
星
、
銀
次

　

Ｇ
Ｇ
賞
を
受
賞
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ふ
だ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
嘉

藤

明

男

副

実

行

委

員

長

に

１
０
０
万
円
、
海
フ
ェ
ス
タ
in
ふ

だ
い
実
行
委
員
会
の
前
川
健
吾
副

実
行
委
員
長
に
約
96
万
円
の
目
録

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
柾
屋
村
長
は

「
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
さ
ん
の
願
い
、

目
的
に
か
な
う
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
助
け
合
い
、
支
え
合
い
が
強
い

村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
」
と
お
礼
し
ま
し
た
。

　

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
株
式
会
社
（
小
路
明
善
代

表
取
締
役
社
長
）
が
12
月
１
日
、

役
場
を
訪
れ
、
村
に
約
２
０
０
万

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

同
社
の
東
北
統
括
本
部
復
興
支

援
担
当
課
の
佐
々
木
淳
也
課
長
は

「
文
化
の
継
承
、
発
展
こ
そ
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
に
不
可
欠
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
寄
付
が

一
日
も
早
い
復
興
、
そ
の
一
助
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と

　

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
は
東
日
本
大

震
災
津
波
か
ら
の
復
興
に
当
た

り
、
被
災
地
を
元
気
付
け
る
活
動

支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　

村
へ
約
２
０
０
万
円
を
寄
付

（
88
）が
旭
日
単
光
章
の
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。

　

中
居
さ
ん
は
昭
和
50
年
に
村
議

会
議
員
に
当
選
。
そ
の
後
、
平
成

３
年
ま
で
の
４
期
16
年
の
永
き
に

わ
た
り
在
職
し
、
村
の
基
幹
産
業

で
あ
る
第
一
次
産
業
の
生
産
力
向

上
の
た
め
、
漁
港
建
設
事
業
及
び

水
産
業
経
営
活
性
化
事
業
を
推
進

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
昭
和
21
年
10
月
１
日
か

ら
昭
和
44
年
３
月
31
日
ま
で
の
約

23
年
間
、
普
代
村
消
防
団
員
と
し

て
入
団
し
、
消
防
の
使
命
を
深
く

認
識
し
、
常
に
社
会
奉
仕
の
精
神

を
堅
持
し
、
地
域
住
民
の
防
火
思

想
の
普
及
に
貢
献
的
努
力
を
さ
さ

げ
て
き
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
12
月

７
日
に
役
場
で
行

わ
れ
、
柾
屋
伸
夫

村
長
や
中
村
裕
村

議
会
議
長
ら
約
10

人
が
出
席
。
柾
屋

村
長
が
勲
記
と
勲

章
を
中
居
さ
ん
に

手
渡
し
ま
し
た
。

　

政
府
は
11
月
１
日
付
で
高
齢
者

叙
勲
受
章
者
を
発
表
し
、
村
か
ら

太
田
名
部
の
中
居
義
己
さ
ん

中
居
さん 

叙
勲
の
栄
誉
に

旭き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章

地
方
自
治
功
労

 （
元
村
議
会
議
員
）

れ
、
静
岡
県
河
津
町
の
飯
田
起き

よ
し与

副
町
長
や
柾
屋
村
長
ら
約
30
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

河
津
町
役
場
か
ら
河
津
桜
の
苗

木
２
６
０
本
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株

式
会
社
東
北
復
興
推
進
室
か
ら
植

樹
用
支
枠
１
３
０
組
が
贈
呈
さ

れ
、
同
町
の
飯
田
副
町
長
と
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
の
遠
藤
徹
室
長
が
そ
れ

ぞ
れ
柾
屋
村
長
に
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　

飯
田
副
町
長
は
「
普
代
村
の
復

興
の
加
速
化
を
願
い
、
町
民
を
代

表
し
て
河
津
桜
を
寄
贈
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
復
興
の
象
徴
と
な

る
こ
の
桜
が
普
代
の
地
に
根
付

き
、
満
開
と
な
る
時
が
早
く
来
る

こ
と
を
河
津
町
民
と
共
に
願
い
ま

す
」
と
話
し
、
柾
屋
村
長
は
「
河

津
桜
が
し
っ
か
り
と
咲
き
誇
り
、

そ
の
花
が
増
え
続
け
る
よ
う
願
い

ま
す
」
と
お
礼
し
ま
し
た
。

　

「
華
の
ま
ち
・

普
代
村
」
構
想
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
河
津

桜
記
念
植
樹
式
が

11
月
18
日
、
普
代

浜
園
地
内
で
行
わ

「華のまち・普代村」へ
桜咲く浜思い、河津桜植樹

と
久
慈
地
方
森
林

組
合
（
下
舘
祥
二

組
合
長
）
が
11
月

15
日
、
木
製
品
21

点
を
村
に
寄
贈
し

ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
同

日
、
普
代
駅
観
光

セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
農
林
中
金
仙

台
支
店
の
斎
藤
修

副
支
店
長
と
久
慈

地
方
森
林
組
合
の

下
舘
組
合
長
ら
が

出
席
。
柾
屋
村
長
に
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。
柾
屋
村
長
は
「
大
切

に
活
用
し
、
村
の
活
性
化
に
役
立

て
ま
す
」
と
お
礼
し
ま
し
た
。

　

頂
い
た
木
製
品
は
村
産
の
ア
カ

マ
ツ
素
材
の
商
品
陳
列
台
12
台
と

展
示
棚
７
台
、
エ
ン
ジ
ュ
を
加
工

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
棚
２
台
。
棚

に
は
村
を
象
徴
す
る
サ
ケ
な
ど
の

絵
柄
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
て
、

株
式
会
社
青
の
国
ふ
だ
い
が
運
営

す
る
普
代
駅
観
光
セ
ン
タ
ー
に
設

置
し
、
特
産
品
の
販
売
な
ど
に
使

用
さ
れ
ま
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
木
製
品
は
農
林
中

金
の
震
災
復
興
支
援
事
業
の
一
環

で
、
同
組
合
に
約
２
０
０
万
円
を

助
成
し
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
林
中
央
金
庫

（
河
野
良
雄
理
事
長
）

農林中金、久慈地方森林組合
村に木製品の台や棚を寄贈

第 33 回河北写真展
釜谷さんが最高賞の河北賞

　太田名部の写真
愛好家・釜谷壽人
さ ん（75） が 第
33 回河北写真展
の東北の暮らし部
門で最高賞の特
選・河北賞を受賞
しました。
　受賞作品名は
「日の出のワカメ
作業」で釜谷さん
が４月上旬に太田
名部漁港でワカメ
の収穫作業を撮影
したもの。日が昇って海が金色に輝いたところに漁船が
入港し、急いでシャッターを切ったと言います。漁業が
盛り上がるようにと作品に願いを込めました。また、ほ
かの２部門にも応募し、入選という結果でした。
　釜谷さんは「ワカメ漁のシーズンが終わりに近づく中
で、運に恵まれました。写真歴は約 60 年ですが、村を
PR するという意味でも、これからも海で働く人と共に
歩む姿勢で、撮影に取り組んでいきます」と話していま
した。

　

式
典
の
前
に
は
園
地
内
で

植
樹
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
園
地
か

ら
一
望
で
き
る
太
平
洋
や
砂

浜
と
桜
が
共
演
す
る
風
景
美

を
思
い
描
き
な
が
ら
植
樹
。

今
回
植
樹
し
た
桜
は
来
年
４

月
上
旬
に
開
花
す
る
見
通
し

で
す
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
総
務

省
の
支
援
事
業
を
活
用
し
、

昨
年
度
ス
タ
ー
ト
。
寒
さ
や

潮
風
に
強
く
、
早
咲
き
と
知

ら
れ
る
河
津
桜
を
村
内
７
カ

所
に
植
樹
し
、
村
が
桜
の
観
光
名

所
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

て
、
今
年
度
は
普
代
ダ
ム
や
緑
の

村
広
場
に
も
植
樹
し
て
い
ま
す
。

目録を受け取る柾屋村長

アサヒさんの後押しで今後も助け合い、支え合い
が強い村づくりが進みます

記念植樹を行う関係者

園地で満開に咲き誇る風景美を想像しながら河津桜を植樹

地方自治の振興・発展に尽力
松葉監査委員が全国表彰

　村監査委員の松
葉明人さん（57歳・
中央区）がこのほ
ど、全国町村監査
委員協議会会長賞
を受賞しました。
　松葉さんは平成
22 年２月から現
在までの約８年、
村の監査委員を務
め、地方自治の振
興・発展に尽力し
てきました。
　松葉さんは「栄

えある賞をいただき、身に余る栄誉と感じております。
今後も監査執行を通じ、村の発展に寄与できるように決
意を新たにして、なお一層の努力を傾注してまいります」
と受賞の言葉を述べました。

「海で働く人と共に歩む姿勢です」
と釜谷さん

「一層の努力を傾注していきます」
と松葉さん

中居さんは４期 16 年という永きにわたり議員を務められました

旭日単光章の栄誉に輝いた中居さん
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現普代小５
年生の皆さ

ん

本はともだち
◆
幼
児
向
け

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ミ
ッ
ケ
！
」
が

す
き
な
ひ
と
み
ん
な
あ
つ
ま
れ

～
。
９
さ
つ
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ミ

ッ
ケ
！
」
か
ら
、
さ
く
し
ゃ
の

お
き
に
い
り
の
シ
ー
ン
を
あ
つ
め

た
ほ
ん
で
す
。

　

お
と
な
も
こ
ど
も
も
い
っ
し
ょ

に
あ
そ
べ
る
ほ
ん
で
す
。（

小
学
館
）

図書室へ
　　行こう！

◆
幼
児
向
け

　

パ
ズ
ー
と
シ
ー
タ
が
わ
け
あ
う

パ
ン
と
め
だ
ま
や
き
、
ポ
ニ
ョ
の

だ
い
す
き
な
ハ
ム
、
せ
つ
こ
が
た

い
せ
つ
に
し
て
い
た
ド
ロ
ッ
プ
、

ハ
ウ
ル
が
つ
く
る
ベ
ー
コ
ン
エ
ッ

グ
な
ど
な
ど
…
。

　

ジ
ブ
リ
映
画
に
登
場
す
る
い
ろ

い
ろ
な
食
べ
物
を
し
ょ
う
か
い
し

ま
す
。�

（
徳
間
書
店
）

普代村図書室

★

はまゆり子ども園

普代中 普代小

普代村役場
至
宮
古
→

★普代村図書室
開室時間：午前９時～午後５時
�休 室 日 ：毎週月曜日　
電話・FAX： 36-1044

『
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
食

べ
物
が
い
っ
ぱ
い
』

『
チ
ャ
レ
ン
ジ
ミ
ッ
ケ
！

ミ
ッ
ケ
が
だ
い
す
き
』

　「これからもよろしくお願いします」と笑
顔を見せる安部さん。

　友達の友達は…みんな友達。そんな思いを
込めて自分の友人知人をリレーで紹介するマ
イフレンドコーナー。今月は鹿島建設株式会
社の安部直樹さん (27) です。

マイフレンド  Vol.113M Y
F R I E N D

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
イ
ッ
ク

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ

「海の学びを深めます」

に
理
解
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
交
流
と

学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

同
団
は
平
成
22
年
に
結
成
。
前

身
は
堀
内
小
学
校
の
４
～
６
年
生

で
組
織
さ
れ
て
い
た
「
堀
内
海
づ

く
り
少
年
団
」
で
当
時
か
ら
サ
ケ

の
生
態
学
習
や
稚
魚
へ
の
給
餌
体

験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
に
は
15
人
の
児
童
が

新
巻
き
ザ
ケ
作
り
を
体
験
。
保
護

者
や
漁
協
職
員
ら
の
指
導
の
下
、

内
臓
を
取
り
出
し
、
水
洗
い
し
た

後
「
目
に
も
た
っ
ぷ
り
塩
を
す
り

　

普
代
小
学
校

（
畠
山
剛
校
長
、

児
童
１
０
６
人
）

の
５
年
生
で
組
織

す
る
普
代
海
づ
く

り
少
年
団
。
毎
年

５
年
生
の
児
童
が

団
員
と
な
り
、
一

年
間
と
短
い
期
間

で
は
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
自
然

を
守
り
、
大
切
に

す
る
と
と
も
に
海

や
水
産
業
を
さ
ら

込
ん
で
」
と
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
、
塩

の
す
り
込
み
を
熱
心

に
行
い
ま
し
た
。
12

月
７
日
に
は
す
り
込

ん
だ
塩
を
洗
い
流

し
、
ひ
も
で
く
く
り

つ
け
乾
燥
を
開
始
。

完
成
に
期
待
を
込
め

ま
し
た
。

　

同
団
の
前
川
利
玖

団
長
（
普
代
小
５
年
）
は
「
毎
年

５
年
生
が
新
巻
き
ザ
ケ
作
り
を
し

て
い
た
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。
作
業
で
は
サ
ケ
を
き
れ

い
に
さ
ば
き
、
洗
え
た
の
で
お
い

し
く
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
お

父
さ
ん
や
地
域
の
人
た
ち
が
わ
か

り
や
す
く
教
え
て
く
れ
た
の
で
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
と
感

想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

５
年
生
は
、
今
後
も
海
や
水
産

業
を
理
解
し
な
が
ら
学
び
を
深

め
、
立
派
な
６
年
生
へ
と
成
長
し

て
い
き
ま
す
。

海づくり少年団（普代小５年生）

普代村13－12－8　TEL・FAX 35－2561

沢口畳店

畳工事一式、内装工事、ふすま・障子・屏風張替

　 沢口畳店

『
今
年
も
水
抜
き
を
頑
張
り
ま
す
』

　

鹿
島
建
設
白
井
地
区
道
路
工
事

事
務
所
の
安
部
直
樹
さ
ん
。
経
理

や
広
報
な
ど
の
事
務
仕
事
を
行

い
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。「
工
事
は
も
う

し
ば
ら
く
続
き
ま
す
が
、
何
事
も

な
く
終
わ
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と

工
事
の
安
全
を
願
い
ま
す
。

　

太
田
名
部
の
宿
舎
で
は
鹿
島
建

設
の
職
員
を
含
め
、
約
１
０
０
人

が
生
活
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

安
部
さ
ん
は
現
場
の
焼
き
肉
大
会

の
準
備
や
進
行
を
し
、
皆
さ
ん
の

懇
親
も
図
っ
て
い
ま
す
が
「
焼
き

肉
大
会
の
日
は
い
つ
も
雨
が
降

り
、
な
か
な
か
屋
外
で
で
き
ま
せ

ん
…
。
晴
れ
て
ほ
し
い
で
す
」
と

頭
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

東
京
都
出
身
の
安
部
さ
ん
も
平

成
27
年
か
ら
宿
舎
暮
ら
し
。「
水

抜
き
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

開
放
す
る
時
に
失
敗
し
て
床
が
水

浸
し
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で

今
年
は
頑
張
り
ま
す
（
笑
）」
と

意
気
込
み
ま
す
。

　

一
方
で
普
代
に
来
て
い
い
こ
と

も
。「
毎
日
、
緑
豊
か
な
景
色
を

見
て
過
ご
し
て
い
る
か
ら
か
、
目

が
良
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
以

前
は
眼
鏡
を
掛
け
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
普
代

は
自
然
が
豊
か
な
ん
だ
な
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

…
… 

Ｑ
＆
Ａ 

…
…

―
休
み
の
日
は
。

　

遠
出
を
す
る
か
、
宿
舎
の
仲
間

と
村
内
で
肉
や
野
菜
を
買
い
、
焼

き
肉
や
鍋
を
し
ま
す
。

―
時
間
と
お
金
が
あ
っ
た
ら
し
て

み
た
い
こ
と
は
。

　

海
外
旅
行
に
行
き
た
い
で
す
。

―
村
へ
一
言
。

　

一
日
も
早
く
、
無
事
故
で
工
事

を
完
成
で
き
る
よ
う
、
現
場
の
仲

間
と
頑
張
り
ま
す
。
ま
た
、
村
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新巻きザケ作りを体験する子どもたち

軽乗用車 軽トラック ライトバン 1.5ｔトラック 10人乗りワゴン

㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132

レンタカー始めました�
　 お気軽にご相談ください

軽自動車は10分 100円（税別）で必要な時間だけ利用できます。 ●営業時間  昼 : 11：30～13：30（要予約）　夜 : 18：00～23：00
●定 休 日  昼 : 日曜日・月曜日　　　　 夜 : 日曜日
普代村中央区  電話 35−2313  携帯 090−5833−1637
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366

さとちゃん
（はまゆり子ども園さくら組）

　

次
の
２
つ
の
問
題
を
読
み
、
３

つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の

を
選
び
、
は
が
き
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
①
は
５
㌻
か
ら
、
②
は

７
㌻
か
ら
の
出
題
で
す
。

　
①
歳
末
た
す
け
あ
い
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
演
芸
会
に
は
何
団
体
が
出

演
し
た
で
し
ょ
う
？

　

Ａ　

８
団
体　

Ｂ　

９
団
体　

Ｃ　

10
団
体

広
報
ク
イ
ズ

　

今
月
末
で
普
代
に
来
て
か
ら
３

年
た
ち
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

任
期
を
満
了
し
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
、
山
車
造
り
や
消

防
、
合
唱
団
な
ど
初
め
て
の
経
験

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
た
い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
の
つ
な

が
り
で
今
の
私
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
方
々
の
お
か
げ
で
希
望
し
て
い

た
畑
付
き
の
家
も
見
つ
か
り
購
入

も
で
き
ま
し
た
。
場
所
は
向
野
場

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
普
代
に
根

を
張
り
つ
つ
、
フ
ラ
フ
ラ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

宮
崎
弁
で
「
て
げ
て
げ
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
適
当
に
」

「
ほ
ど
ほ
ど
に
」
と
い

う
意
味
で
す
。
日
頃
の

私
を
見
て
、
冬
の
厳
し

さ
を
よ
く
知
る
皆
さ
ん

に
は
ご
心
配
を
か
け
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
私
は
て
げ
て
げ
精

神
で
こ
れ
か
ら
も
生
き

ま
す
。
こ
れ
は
変
わ
ら

な
い
と
思
い
ま
す
の
で

温
か
い
目
で
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

信
じ
て
い
れ
ば
、
ど
ん
な
に
遠

回
り
に
な
ろ
う
と
も
な
ん
と
か
な

り
ま
す
し
、
人
生
経
験
上
そ
う
思

い
ま
す
。
ど
お
に
も
な
ら
な
い
と

き
は
な
ら
な
い
し
、
過
去
に
し
が

み
つ
い
て
い
て
も
未
来
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。

　

来
月
か
ら
、一
普
代
人
と
し
て
、

て
げ
て
げ
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
広
報
で
お
会
い

す
る
機
会
は
無
く
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
普
代
に
い
ま
す

の
で
ど
こ
か
で
会
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
声
掛
け

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信
№
32

　

村
へ
き
て
３
年
（
後
編
）

　
②
河
津
町
役
場
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
河
津
桜
の
苗
は
何
本
で
し
ょ

う
？

　

Ａ　

60
本　

Ｂ　

１
６
０
本　

Ｃ　

２
６
０
本　

　【
応
募
方
法
】
は
が
き
に
答
え
、

郵
便
番
号
、
住
所
（
地
区
名
）、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
世
帯
主
の

名
前
、
電
話
番
号
を
書
い
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
３
人
に
図
書
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
は
が
き
に

広
報
ふ
だ
い
の
感
想
、
ご
意
見
、

イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
書
い
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

　
○
あ
て
先
…
〒
０
２
８-

８
３

９
２ 

普
代
村
９-

13-

２　

普
代

村
役
場　

広
報
ク
イ
ズ
係

　
○
締
め
切
り
…
１
月
９
日︵
火
）　

当
日
消
印
有
効

　
○
11
月
号
の
答
え
…
①-

Ｂ　

②-

Ａ

　
○
応
募
総
数
…
６
通
で
６
人
が

正
解
で
し
た
。
抽
選
の
結
果
、
次

の
３
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

当
選
者
…
①
大
坪
楓
く
ん
（
久

慈
市
・
２
歳
）
②
滝
澤
き
ら
ら
さ

ん
（
久
慈
市
・
８
歳
）
③
畠
山
滉

平
く
ん
（
黒
崎
・
７
歳
）

宝くじ助成

み
ち
し
た
さ
と
ち
ゃ
ん
（
道

下
沙
朋
、
６
歳
）
か
ら
父
・
勝
弘

さ
ん
、
母
・
直
美
さ
ん
へ

　

お
と
う
さ
ん
は
め
と
め
が
ね
が

か
っ
こ
い
い
よ
。
で
も
お
こ
る
と

な
く
く
ら
い
こ
わ
い
ん
だ
。
や
く

ば
で
パ
ソ
コ
ン
を
す
る
し
ご
と
な

ん
だ
け
ど
、
い
え
で
は
す
も
う
と

か
を
し
て
く
れ
て
ま
あ
ま
あ
つ
よ

い
よ
。
そ
れ
に
お
か
あ
さ
ん
が
い

な
い
と
き
は
チ
ャ
ー
ハ
ン
と
か
を

つ
く
っ
て
く
れ
る
ん
だ
！

　

お
か
あ
さ
ん
は
か
わ
い
い
し
、

い
っ
ぱ
い
お
り
ょ
う
り
を
つ
く
っ

て
く
れ
る
よ
！
ラ
ー
メ
ン
と
う

ど
ん
と
ピ
ザ
が
す
き
だ
か
ら
ま
た

つ
く
っ
て
ね
！
り
ょ
う
り
の
お

て
つ
だ
い
た
の
し
い
か
ら
そ
う
じ

の
お
て
つ
だ
い
も
し
た
い
な
。

ち
っ
ち
ゃ
い
と
き
に
や
っ
た
ひ
こ

う
き
を
ま
た
や
っ
て
ほ
し
い
な
。

　今年もお世話になりまし
た。気持ちばかりですが…

私たちお歳暮です！
＊ OPEN  19:00~
＊ CLOSE  SUNDAY
＊ TEL  0194 − 35 − 3625
	 080 − 1875 − 1408中央区　上神田精肉店（☎35-2210）　

年中無休！8:00 から 20:00 まで
クリスマスは楽しいサンタ

に会いに来て♡

29、30、31日は…
１年のご愛顧に感謝して

今月は
　鬼束隊員です

中央区   三船製菓  ☎35－2020

お世話になっている丹治さん夫妻

初経験の山車造りたくさんの方々とのつながりで今の私があります

歳末感謝セール歳末感謝セール

新春の初売りは
　４日から！

滝澤きららさん
（久慈市・８歳）

ヨ
ー
ヨ
ー
う
ま
く
で
き
る
か

な
？
○広  

滝澤ひびきくん
（久慈市・６歳）

上
手
な
絵
が
描
け
た
ね
！
○広  

畠山雄介くん
（黒崎・８歳）

き
れ
い
な
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
指

輪
が
た
く
さ
ん
！
○広  

畠山滉平くん
（黒崎・７歳）

ポ
ケ
モ
ン
の
コ
イ
ル
が
上
手

に
描
け
た
ね
！
○広  

大坪楓くん
（久慈市・２歳）

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
バ
イ
キ
ン
マ

ン
ど
っ
ち
が
強
い
か
な
？
○広  

大坪桜ちゃん
（久慈市・１歳）

お
絵
描
き
が
大
好
き
な
ん
だ

ね
！
○広  

中央区　電話  35−2045髙橋薬局
15錠 648円� 45錠 1,728円

　財団法人自治総合

センターの宝くじ助

成金（コミュニティ

助成事業）総額 90万円を受けて、村消防団で

放送機材を購入しました。購入した放送機材は、

地域防災活動で重要な役割を担っている消防団

が、毎年実施している特別点検や出初式、各種

訓練などで活用します。

購入した放送機材一式
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茂石総業  代表 茂石祐次  ☎35−2933

愛車の車検 お気軽にご相談ください。

東北運輸局長指定
民 間 指 定 工 場

電　話 0194ー35ー2216
ＦＡＸ 0194ー35ー2158㈲ナガサワ自工

代車無料���早い�
  安い�

　村からのお知らせなどはこのコー
ナーで行います。皆さんからの情報
もお待ちしています。総務課広聴広
報係（☎ 35−2111）

これまでの合計額　36,772,666円

ふるさと応援寄付金
（11月１日〜11月30日分、209人）

  ■村内の交通事故《11月》
	 人身事故　０件（１件）

	 物損事故　２件（31件）

	 ※（ ）内は１月からの累計

  ■救急車の出動件数《11月》  ４件

  ■飲酒運転検挙状況（県交通安全対策協議会調べ）

	 県内33市町村中ワースト順位…28位
（平成29年10月31日現在）

	 村内の検挙者数《10月》 ０人（０人）

	 県内の検挙者数《10月》 34人（270人）

	 ※（ ）内は１月からの累計

交通安全 対策情報

11月分（敬称略・順不同）

戸籍の窓

お誕生おめでとう（１人）

太田　碧
み

悠
ゆ

（一寿・美和子）�太田名部

ご結婚おめでとう（１組）

畠山　冬喜� 田野畑村

佐々木里菜� 中央区

お悔やみ申し上げます（３人）

須田富太郎　　白　　井� 97歳

下道　アヤ　　緑　　区� 95歳

熊谷　ナヲ　　太田名部� 94歳

）

久慈地区法律相談
▶期 日…１月10 日 (水)、18日(木)
▶時間…10:30〜15:30▶場所…久慈市
役所▶問い合わせ先…久慈市役所生活
環境課（☎ 0194−54−8003）

多重債務者相談
▶期日…１月25日(木)▶時間…10:00
〜15:00▶場所…久慈市・久慈広域消
費生活センター▶問い合わせ先…同セ
ンター（☎ 0194−54−8004）

くらしとお金の安心相談会
▶日時…１月17日(水) 10:00〜16:00
▶場所…久慈市・久慈広域消費生活セ
ンター▶問い合わせ先…同センター
（☎ 0194−54−8004）

エイズ・肝炎ウイルス・梅毒・性器
クラミジア検査、骨髄バンク登録

▶日時…１月９日(火) ①エイズ・肝炎・
梅毒・性器検査：15:00〜18:00 ②骨髄
バンク登録（要予約）：15:00〜18:00

精神保健福祉相談
▶日時…１月19日(金) 13:30〜（要予
約）

ひきこもり相談
▶日時…１月15日(月) 14:00〜15:30　
　３件とも、問い合わせ先は久慈保健
所保健課（☎ 0194−53−4987）

久慈保健所での相談

 困っていたら相談を！

６件とも事前に予約が必要です

定 期 無 料 相 談　毎年、雪のシーズンになると除雪機
による事故が多発しています。除雪機
を使う際には、次の注意事項に気を付
け、正しく、安全に作業を行ってくだ
さい。
▶注意事項…①安全装置が正しく作動
しない状態では絶対に使用しない②除
雪機を使用する場合は、周囲に人がい
ないことを確認し、人を絶対に近づけ
ない。また人が近づいてきた場合は、
除雪機を直ちに停止できるような状態
で除雪を行う③投雪口に雪が詰まった
場合、エンジンを停止し、オーガやブ
ロアの回転が停止したことを確認して
から雪かき棒で雪を取り除く④除雪機
を使用する際、足元や周囲の障害物に
注意を払い、無理のない速度で使用す
る
▶問い合わせ…一般社団法人日本農業
機械工業会／除雪機安全協議会（☎
03-3433-0415）

　海上保安庁は、海上での事件、事故
などの緊急通報用電話番号として、警
察の 110 番や消防の 119 番のように
覚えやすい局番なしの３桁番号「118
番」の運用を平成 12年５月１日から
開始しています。
　平成 23年１月には「118 番」の重
要性をより多くの人に理解していただ
き、海の安全確保に資するため、毎年
１月 18日を「118番の日」と制定し、
その周知活動を実施しています。
　「海難人身事故に遭遇した」「密漁の
情報を得た」などの時、簡潔に落ち着
いて通報してください。

　東北森林管理局は、国有林の管理・
経営に皆さまの声を役立てていくた
め、国有林モニターを次のとおり募集
しています。
▶募集人員…48人程度
▶募集期間…平成 29 年 12 月 18 日
（月）～平成 30 年２月９日（金）※
当日消印有効
▶任期…２年間（平成 30年４月１日
～）
▶内容…アンケートへの回答、現地見
学会・国有林モニター会議への出席な
ど
　応募資格や応募方法など、詳しくは
東北森林管理局ＨＰ（http://www.
rinya.maff.go.jp/tohoku/）をご覧
になるか東北森林管理局企画調整課林
政推進係（☎ 018-836-2228）まで
お問い合わせください。

　村農業委員会では、農業者年金への
加入を推進しています。農業者年金は
①国民年金第１号被保険者で②年間
60 日以上農業に従事し③ 60 歳未満
の人であればだれでも加入できます。
　積み立て方式の終身年金で、80 歳
までの保証が付きます。税制面の優遇
措置や農業の担い手には特別な支援が
あります。　詳しくは村農業委員会（☎
35-2115）まで。

　平成 30年４月から、子ども園や保
育所の利用を希望する人は、施設の入
所申し込みを行う必要があります。
　入所の申込期間は平成 30年２月２
日までです。忘れずに申し込みをして
ください。
　なお、現在子ども園や保育所に通園
している人は、役場から申込書が配布
されます。申込書の請求や詳しい内容
などは役場住民福祉課（☎ 35-2113　
内線 132）まで。

　県では県の施策についてのアンケー
ト（概ね年 10回まで）に回答いただ
く「希望郷いわてモニター」を募集し
ています。
▶資格…県内在住の満 20歳以上の人
（平成 30年４月１日現在）
▶募集人員…200人
▶任期…平成 30 年４月１日～平成
32年３月 31日（２年間）
▶謝礼…謝礼品を贈呈（年１回※アン
ケート回答者のみ）
▶応 募 締 切…平成 30 年２月 28 日
（水）※当日消印有効
　応募方法などのお問い合わせやお申
し込みは県庁広聴広報課「希望郷いわ
てモニター」募集係（☎ 019-629-
5281）まで。

　一般社団法人岩手県母子寡婦福祉連
合会では離婚や養育費についてのお困
りごとやお悩みなどの弁護士による無
料相談会を次のとおり行います。
▶日時…平成 30 年１月 24 日（水）
10：00～ 15：00
▶場所…久慈地区合同庁舎２階相談室
▶対象…ひとり親家庭、寡婦の人など
　お申し込みなどは県北広域振興局保
健福祉環境部（☎ 0194-53-4982）
または久慈市母子寡婦福祉協会長（☎
0194-53-2839）まで。

希望郷いわてモニター募集

ご存じ
ですか ?

とき：平成 30年１月５日（金）

ところ：自然休養村管理センター

医科・歯科診療所の休診
12/29  （金）から１/３ （水）まで

　休診中の病気やけがなどは、県

立久慈病院などでの受診をお願い

します。

　また社会体育館、管理センター、

Ｂ＆Ｇ海洋センター、村図書室も

同じ期間休みとなります。

　ご不便をおかけいたしますがよ

ろしくお願いします。

平成 30 年村成人式

農業者年金への加入者募集

入所申し込みがスタート

１月 18 日は 118 番の日

ひとり親家庭の法律相談

国有林モニターを募集！

除雪機の事故に注意を！

普代村
中央区まつば時計店 35－2276☎

使いすてコンタクトレンズ使いすてコンタクトレンズ

今年も一年間ありがとうございました�

乾燥するなら…
うるおいモイスト
がおすすめです！

年末年始、お早目の
ご注文をお願いします！

よいお年を



日 月 火 水 木 金 土
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12 月のこんなこと、あんなこと
元　日

成人の日

お誕生教室（受付：
12：30 ～ 12：
45、◯保）

村県民税第４期納
期限／国民健康保
険税第５期納期限

冬期特定健診・各
種がん検診・骨粗
しょう症検査◯保

普代中学校３学期
始業式

乳児健診（受付：
12：15～ 12：
30、◯保）
ブックスタート

成人式◯管

普代小学校３学期
始業式
はまゆり子ども園
３学期始業式

健康づくりハウス
開館日

体育施設無料開放日

○保は保健センター
○北は北緯40度野球場
○社は社会体育館
○管は管理センター
○ふはふれあい交流
センター
○診は医科診療所
○Ｂは海洋センター
○はははまゆり子ど
も園

普代村消防団出
初式

大村まゆみ様（太田名部）熊谷洋子様（上区）下道勇次様（上区）
新屋のり子様（緑区）道上フミ様（旭日区）

普代ポイントカード会   普代商工会内　☎35−2132

毎月2,000円の商品券が当たるラッキーチャンス。12月当選
者は以下５名です。

セールのご案内！　
　12 月 19 日（火）から 25 日（月）ま
での７日間ポイント３倍！

　年末のお買い物はカード会加盟店をぜ
ひご利用ください。ただいま、来年のイ
ベントも企画中です！ ぜひこの機会に
ポイントを貯めて、イベントにご参加く
ださい。㈲坂下電化センター  TEL 35－2138　

VHS　　ベータ　8㍉ビデオ　  DV
デジタル
ビデオテープ

二人なかよく
幼稚園の遠足

一生心に残る
名勝負…

いっしょうけんめい
がんばった運動会

思い出の
旅行…

DVD-R
ビデオテープをDVDに�　ベータ・8 ミリ・
DVCのテープからもOK�
当店通常価格1枚120分まで1,500円 (税込）

８ミリフィルムもダビングOKです��
価格応談

7

21

1/1

8

15

29

9

23

17

24

31

4

11

25

5

19

26

13

27

（先勝）

（仏滅）

（先勝）

（友引）

（先負）

（赤口）

（先負）

（赤口）

（赤口）

（先勝）

（友引）

（仏滅）

（大安）

（友引）

	

（大安）

（友引）

（先負）

（先勝）

（仏滅）

普代村役場各課からのお知らせ・話題
　

冬
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

が
12
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
展
開

さ
れ
、
12
月
１
日
に
交
通
安
全
関

係
者
な
ど
約
30
人
が
普
代
郵
便
局

前
と
三
陸
沿
岸
道
路
普
代
道
路
の

役
場
前
イ
ン
タ
ー
付
近
で
交
通
安

全
の
普
及
・
啓
発
を
目
的
に
街
頭

指
導
を
行
い
、
交
通
安
全
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　

冬
は
日
没
が
早
く
な
る
こ
と
か

◆
総
務
課
か
ら

　

飲
酒
運
転
な
ど
の
防
止
を

◆保健センターから

受けよう！冬期健診・各種がん検診

ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
ラ
イ
ト
の
早

め
点
灯
を
心
掛
け
、
歩
行
者
は
夜

光
反
射
材
を
活
用
し
、
交
通
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
こ
の
時
期
は
年
末
年
始

を
控
え
、
飲
酒
の
機
会
が
増
え
ま

す
。
村
で
は
10
月
末
現
在
で
飲
酒

運
転
検
挙
者
は
い
ま
せ
ん
が
、
過

去
の
状
況
な
ど
と
比
較
す
る
と
検

挙
者
の
数
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
に
よ
る

重
大
な
事
故
で
、
被

害
者
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
自
分
の
人
生

も
棒
に
振
り
、
さ
ら

に
は
そ
の
大
切
な
家

族
な
ど
も
巻
き
込
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
は
単
な

る
交
通
違
反
で
は
な

く
悪
質
な
「
犯
罪
行

為
」
と
あ
ら
た
め
て

強
く
自
覚
し
、
飲
酒

運
転
を
根
絶
し
ま

し
ょ
う
！

大晦日

日時：平成 30年１月４日（木）13：00～ 14：00
場所：普代村役場（村民ホール受付）

　左記の日程で冬期健診・各種が
ん検診が行われます。詳細は、全
戸配布したチラシご覧ください。
※喀痰・大腸がん検査の容器は事
前配布もできます（当日配布も可）。
事前配布を希望する方は 12 月 28
日までに保健センター（役場住民
福祉課隣）にお越しください。

冬の交通事故防止県民運動の様子

きんちゃん寿司  ☎35－2290

12/31（日）大晦日のご注文
承ります！

特選海鮮寿司
　　　　　　　　　2,000円（税込）

　　　　　　　　　3,000円（税込）

※要予約　締切 12/25（月）

　冬期健診・各種検診に関するお問い合わせは役場保健センター（☎

35-2211）まで。

撮影のご予約・お問合せは ☎35－2594

予約受付中！
肖像写真技能士

カトウ写真館
普代村中央区

　キャビネ判以上注
文の方マイカレンダ
ープレゼント�

特典付

金　　額　�1,500円／月：白黒１

マス（縦4.5㎝×横9㎝

程度、多少増減する

こともあります）

発行部数　�1,550部（村内は全戸

配布・村外約200部）

原稿締切　発行月の前月末日

　村では「広報ふだい」に
掲載する広告を皆さんから
募集しています。村内の方
で掲載を希望される方は、
総務課広聴広報係（☎35−
2111内線115）までお申し
込みください。
　なお、掲載内容については、
審査をさせていただきます。

  広告募集中！！



▼
11
月
18
日
に
河
津
桜
の
記
念
植
樹

式
を
取
材
。
太
平
洋
や
砂
浜
と
桜
が

共
演
す
る
風
景
美
を
思
い
描
き
な
が

ら
の
取
材
と
な
り
ま
し
た
▼
「
桜
の

木
の
下
で
宴
会
が
で
き
る
か
な
」
と

も
考
え
ま
し
た
が
、
早
咲
き
の
桜
と

い
う
こ
と
で
時
期
的
に
ま
だ
寒
く
、

花
よ
り
団
子
に
は
な
ら
な
そ
う
で
す

▼
編
集
後
記
を
書
く
際
、
前
の
年
、

そ
の
前
の
年
…
と
確
認
し
て
い
ま
す

が
、
12
月
号
で
は
欠
か
さ
ず
言
っ
て

い
た
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
▼
今
月
は

そ
の
言
葉
で
お
別
れ
で
す
。「
皆
さ

ん
今
年
も
一
年
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
２
０
１
８
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
よ
い
お

年
を
」。

（
下
道
崚
聖　

)
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		  前月比	 前年比
人　口	 2,776人	 （－８）	 （−48）
  （男）	 1,375人	 （－４）	 （−10）
  （女）	 1,401人	 （－４）	 （−38）
世　帯	 1,159戸	 （＋１）	 （－２）

人口と世帯11月末現在

　普代駅観光センターのリニューアルオープン記念イベントが 11月 23 日に行われ、
村内外の商店の出店のほか、村観光大使やふだい荒磯太鼓、鵜鳥神楽のステージで終
日にぎわいました。さらに友好交流のある矢巾町からは約 3,000 個の餅を提供いただ
き、盛大に餅まきが行われ、村の玄関口の再出発を祝いました。普代駅舎改修は６月
に着工し先月９日に完成。駅舎の切符売り場と売店を一体化し、トイレを改修したほか、
貸店舗スペースを設けています。 普代駅リニューアルオ

ープン記念イベント

矢巾町提供により餅まきが盛大に行われました

村内外の商店がずらり鵜鳥神楽は勇壮な舞を披露

村観光大使宇佐元恭一さんのステージ

新しい駅舎には村はもちろんのこと、
近隣市町村の特産品なども並びます


